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たかすの ఍Ϳথᄎዉ᱔ࣷ᧹ഁࠓ࡮ ἱὙὛừỬẫỜഁࠓ

４日（火）、朝の時間に「全校朝会」がありまし １９日（水）、３・４年生を対象にした「味覚の
た。今回は、新しい取組でリモートによる朝会でし 授業」が行われました。講師は、みやざきブランド
た。まず、校長から、児童像の「の」について話が アンバサダーのお二人でした。食べ物には、五感を
ありました。「の」は、のぞみ高く学ぶ子です。大 もとにしながら、五味（あまい・にがい・すっぱい
リーグでも活躍した「イチロー選手」の話をしなが ・しょっぱい・うまみ）があることを、実際、口に
ら、のぞみ高く、努力することの大切さを伝えまし しながら体感しました。
た。また、養護教諭からは「目の愛護デー」につい
て、学習部からは「発表の仕方」について話があり
ました。

２８日（金）、宮水小学校の体育館で「日之影町
立小・中学校音楽祭」が開催されました。本校の出

１３日（木）、いもほりをしました。５月に苗を 番は１番目でした。まず、４～６年生が、ドラゴン
植えて、約５ヶ月経ちました。約０．３アールの小 クエストロトのテーマ曲を合奏しました。他校の楽
さい畑ですが、９５株を手作業で収穫しました。今 器などを使用しましたが、いつもどおりの力を発揮
年は、去年より大物が多かったです。本校の環境整 しました。そして、全校児童による合唱。曲は「世
備員「利徳先生」が、畑を整備したり、柵を作った 界がひとつになるまで」で、手話も取り入れた発表
りとお世話してくれたおかげです。 でした。緊張はしていたようでしたが、体いっぱい

使いながらの手話、大きな歌声には「本番に強いな
ぁ」と改めて感動しました。すばらしい！

１４日（金）、宮水小学校で町内の５・６年生が
一堂に会して、スポーツフェスティバルを開催。
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【１１月】 【１２月】

９～１１日 修学旅行（町内6年生） １日（木） みやざき学力調査
(水）(金） ※５年生対象（国語・算数）
１１日（金） 秋の遠足（延岡市；植物園） ２日（金） 持久走大会、学校保健委員会

※１～5年生 ※参観日（２校時；学級懇談）
１４日（月） 学校支援訪問（4時間授業） ７日（水） 人権の花感謝状贈呈式
１６日（水） 郡PTA研修会（Zoom） ９日（金） しいの実保育園との交流会
２１日（月） 学校運営協議会 １５日（木） PTA専門委員会【１９：００】
２５日（金） 第3回教職員研修会（4時間授業） ※家庭教育・広報・保体

２３日（金） 終業式（4時間授業）
※給食あり

２４日～１月９日（月） 冬季休業など
※１月１０日（始業式）

■２９日（土）、日之影渓谷祭り（団七踊りを披露）

文責：校長 三浦哲至
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